
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカスレンズ群と変倍レンズ群とを備え、
前記フォーカスレンズ群が移動すると、前記変倍レンズ群を自動で変位させて撮影画角の
変動を防止するポンピング補正を行うカメラのズーム位置表示装置において、
　前記変倍レンズ群の位置を検出するズーム位置検出手段と、
　

　 前記ズーム位置
検出手段によって検出した前記変倍レンズ群の位置から前記ポンピング補正により変位

変倍レンズ群の変位量を減算するズーム位置減算手段と、
　

前記ズーム位置減算手段の減算によって得られた変倍レンズ群の位置に基づいて、
焦点距離を示すズーム位置を表示するズーム位置表示手段と、
を備えたことを特徴とするカメラのズーム位置表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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前記変倍レンズ群が停止している状態で

前記変倍レンズ群が停止した状態で前記フォーカスレンズ群が移動した場合に、前記ポ
ンピング補正のために前記変倍レンズ群を移動させるポンピング補正手段と、

前記ポンピング補正手段により前記ポンピング補正が行われた場合に、
し

た
前記ポンピング補正手段による前記ポンピング補正が行われていない場合には、前記ズ

ーム位置検出手段によって検出した前記変倍レンズ群の位置に基づいて、焦点距離を示す
ズーム位置を表示し、前記ポンピング補正手段により前記ポンピング補正が行われた場合
には、



本発明はカメラのズーム位置表示装置に係り、特にフォーカスレンズ群が移動すると、変
倍レンズ群を自動で変位させて撮影画角の変動を防止するポンピング補正を行うカメラの
ズーム位置表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、放送用等に使用されるテレビカメラ用レンズ装置において、フォーカスレンズ群の
移動によりピント調整を行うと、撮影画角も同時に変化してしまうものがある。そこで、
フォーカスレンズ群が移動した場合には、変倍レンズ群（ズームレンズ群）を自動で微小
移動させて撮影画角の変動を防止するようにしたポンピング補正が知られている。尚、ポ
ンピング補正については特開平６－２５００７１号公報に記載されている。
【０００３】
また、テレビカメラ用レンズ装置において、変倍レンズ群の位置を検出してレンズ装置に
取り付けられたインジケータ板にズーム位置（焦点距離）を表示させるようにしたものが
例えば、特開平９－１７９００６号公報に記載されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のようにズーム位置をインジケータ板に表示するレンズ装置において
ポンピング補正を行うようにすると、フォーカス操作のみを行っているにもかかわらず、
変倍レンズ群が微小移動し、インジケータ板に表示されるズーム位置も変化してしまうと
いう欠点があった。即ち、従来は、単に変倍レンズ群の位置をポテンショメータによって
検出し、その検出位置をズーム位置に換算して表示するようにしていたため、ポンピング
補正により変倍レンズ群が移動するとズーム位置の表示も変動するという不具合があった
。
【０００５】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、ポンピング補正による変倍レンズ群の
移動によってズーム位置の表示が変動するのを防止するレンズ装置のズーム位置表示装置
を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記目的を達成するために、フォーカスレンズ群と変倍レンズ群とを備え、

前記フォーカスレンズ群が移動すると、前記変倍レ
ンズ群を自動で変位させて撮影画角の変動を防止するポンピング補正を行うカメラのズー
ム位置表示装置において、前記変倍レンズ群の位置を検出するズーム位置検出手段と、

前記ズーム位置検出手段によって
検出した前記変倍レンズ群の位置から前記ポンピング補正により変位 変倍レンズ群の
変位量を減算するズーム位置減算手段と、

前記ズーム位置減算手段の減算によって得
られた変倍レンズ群の位置に基づいて、焦点距離を示すズーム位置を表示するズーム位置
表示手段と、を備えたことを特徴としている。
【０００７】
本発明によれば、ポンピング補正により変倍レンズ群が変位した場合に、変倍レンズ群の
検出位置からその変位量を減算し、その減算によって得られた変倍レンズ群の位置に基づ
いてズーム位置を表示させるようにしたため、ポンピング補正によって変倍レンズ群が移
動してもズーム位置の表示は変動しないようになる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
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前
記変倍レンズ群が停止している状態で

前
記変倍レンズ群が停止した状態で前記フォーカスレンズ群が移動した場合に、前記ポンピ
ング補正のために前記変倍レンズ群を移動させるポンピング補正手段と、前記ポンピング
補正手段により前記ポンピング補正が行われた場合に、

した
前記ポンピング補正手段による前記ポンピング

補正が行われていない場合には、前記ズーム位置検出手段によって検出した前記変倍レン
ズ群の位置に基づいて、焦点距離を示すズーム位置を表示し、前記ポンピング補正手段に
より前記ポンピング補正が行われた場合には、



以下添付図面に従って本発明に係るカメラのズーム位置表示装置の好ましい実施の形態に
ついて詳説する。
図１は、本発明が適用されたテレビカメラの外観を示した図である。同図に示すようにテ
レビカメラ１０は、レンズ装置１２とカメラ本体１４とから構成され、レンズ装置１２は
、カメラ本体１４に着脱可能に装着されると共に、カメラ本体１４とインターフェースを
介して電気的に接続されるようになっている。
【０００９】
上記テレビカメラ１０を支持する雲台１８には、２本のパン・チルト棒２２（一方のパン
・チルト棒のみ図示する。）が延設され、これらのパン・チルト棒２２の先端のグリップ
部２４には、それぞれフォーカスを操作するフォーカスデマンド（図示せず）、ズームを
操作するズームコントローラ２６が取り付けられるようになっている。
【００１０】
上記フォーカスデマンドからは位置制御信号が出力されて、この位置制御信号はケーブル
を介してレンズ装置１２に入力される。そして、レンズ装置１２のフォーカスレンズ（群
）はこの位置制御信号に基づいて位置制御される。一方、ズームコントローラ２６からは
ズームリング３０の回転操作に基づいて速度制御信号が出力され、この速度制御信号はケ
ーブル２８を介してレンズ装置１２に入力される。そして、レンズ装置１２のズームレン
ズ（群）はこの速度制御信号に基づいて速度制御される。
【００１１】
カメラマンは、ビューファインダ１６に写る撮影像を見ながら上記フォーカスデマンドや
ズームコントローラ２６を操作することで、レンズ装置１２のフォーカス調整やズーム調
整を行うことができる。
また、上記レンズ装置１２の側面には、インジケータ板３２が取り付けられている。この
インジケータ板３２には、図２に示すようにズーム位置（焦点位置）と絞り値が表記され
、各ズーム位置と各絞り値の表記位置に隣接してＬＥＤ３２Ａ、３２Ａ、…が設けられて
いる。これにより、これらのＬＥＤ３２Ａ、３２Ａ、…が点滅することでズーム位置と絞
り値がレベル表示されるようになっている。上記ズームコントローラ２６によってズーム
レンズを移動させた場合には、ズームレンズの位置がポテンショメータによって検出され
、この検出値に基づいてズーム位置がインジケータ板３２に表示される。
【００１２】
次に、上記インジケータ板３２にズーム位置を表示するズーム位置表示装置について説明
する。図３に示すように、レンズ装置１２のズームレンズ５０はズームモータ５２によっ
て駆動され、ズームモータ５２は減算器５６からアンプ５４を介して入力されるモータ制
御信号によって駆動されるようになっている。
上記減算器５６の一方の入力側には、ズームレンズ５０の目標位置を示す位置指令信号が
入力され、他方の入力側にはポテンショメータ５８によって検出されるズームレンズ５０
の制御位置を示すレンズ位置信号が減算器６０を介して入力される。
【００１３】
上記減算器６０には後述するポンピング補正信号が入力されて、上記レンズ位置信号から
ポンピング補正信号が減算されるようになっているが、このポンピング補正信号が入力さ
れていない状態では、減算器５６において位置指令信号とレンズ位置信号との差が求めら
れ、この差が上記モータ制御信号としてズームモータ５２に出力される。
【００１４】
これにより、ポンピング補正信号が入力されていない場合には、上記位置指令信号に上記
レンズ位置信号がフィードバックされて、ズームレンズ５０は上記位置指令信号とレンズ
位置信号との差が０となるように、位置指令信号によって指示される目標位置に移動する
。
尚、図３に示す回路は、ズームコントローラ２６が操作されていない場合における回路構
成を示している。ズームコントローラ２６が操作されている場合には、ズームレンズ５０
は、ズームコントローラ２６から出力される速度制御信号によって速度制御されるように
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なっているが、ズームコントローラ２６が操作されない状態になると、速度制御から同図
に示すように位置制御に切り換えらるようになっている。即ち、ズームコントローラ２６
が無操作の状態になると、無操作になった直後のズームレンズ５０の位置がポテンショメ
ータ５８によって検出され、その検出された位置がホールドされてその位置が位置指令信
号として上記減算器５６に入力されるようになっている。これにより、ズームレンズ５０
は一定位置にホールドされる一方で、後述のようにポンピング補正信号が入力されると、
そのポンピング補正信号によって指示される変位量だけ変位した位置に移動し静止するよ
うになっている。
【００１５】
次に、ポンピング補正信号が入力される場合について説明すると、ズームコントローラ２
６が操作されていない状態でフォーカスデマンドが操作され、フォーカスレンズが移動す
ると、撮影画角が変動しないようにポンピング補正が行われる。この場合に上記減算器６
０にはポンピング補正信号が入力されるようになる。
【００１６】
上記減算器６０にポンピング補正信号が入力されると、ポテンショメータ５８から減算器
６０に入力されたレンズ位置信号はポンピング補正信号によって減算され、上記減算器５
６にこの減算されたレンズ位置信号が入力されるようになる。これにより、減算器５６に
入力されたレンズ位置信号が上記位置指令信号と一致するようにズームレンズ５０が変位
し、結果的にズームレンズ５０は、ポンピング補正信号によって減算された分だけ変位す
る。
【００１７】
以上のように構成されたズームレンズ５０の駆動回路において、上記インジケータ板３２
にズーム位置を表示するズーム位置表示装置７０は、減算器６０の出力側、即ち、減算器
６０と減算器５６の間に接続される。これにより、ズーム位置表示装置７０には、レンズ
位置信号からポンピング補正信号が減算された信号が入力されるようになっている。上述
したように、ポンピング補正を行う場合に、レンズ位置信号からポンピング補正信号を減
算した値が位置指令信号と一致するようにズームレンズ５０が移動するため、ズーム位置
表示装置７０に入力される信号はポンピング補正を実行した後でも一定値となる。従って
、ズーム位置表示装置７０が減算器６０から出力される信号に基づいてズーム位置を表示
することにより、ポンピング補正によってズームレンズ５０が変位してもズーム位置の表
示が変動しないようになる。
【００１８】
以上、上記実施の形態では、上記レンズ位置信号からポンピング補正信号を減算した信号
を位置指令信号にフィードバックすることでズームレンズ５０をポンピング補正すると共
に、レンズ位置信号からポンピング補正信号を減算した信号に基づいてズーム位置を表示
することでポンピング補正によるズーム位置の表示の変動を防止するようにしたが、これ
に限らず、例えば、図４に示すように加算器８０により位置指令信号にポンピング補正信
号を加算し、この信号にレンズ位置信号をフィードバックしてポンピング補正するように
した場合において、ズーム位置表示装置７０にレンズ位置信号を減算器８２を介して入力
すると共に、減算器８２によって上記レンズ位置信号から上記ポンピング補正信号を減算
することによってズーム位置の表示の変動を防止するようにしてもよい。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係るカメラのズーム位置表示装置によれば、ポンピング補正
により変倍レンズ群が変位した場合に、変倍レンズ群の検出位置からその変位量を減算し
、その減算によって得られた変倍レンズ群の位置に基づいてズーム位置を表示させるよう
にしたため、ポンピング補正によって変倍レンズ群が移動してもズーム位置の表示は変動
しないようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明が適用されたテレビカメラの外観を示した図である。

10

20

30

40

50

(4) JP 4019196 B2 2007.12.12



【図２】図２は、ズーム位置等を表示するインジケータ板を示した図である。
【図３】図３は、ズームレンズの駆動回路及びズーム位置表示装置の入力信号取込位置を
示した図である。
【図４】図４は、ズームレンズの駆動回路及びズーム位置表示装置の入力信号取込位置の
他の実施の形態を示した図である。
【符号の説明】
１０…テレビカメラ
１２…レンズ装置
１４…カメラ本体
２６…ズームコントローラ
３２…インジケータ板
５０…ズームレンズ
５２…ズームモータ
５４…アンプ
５６、６０…減算器
５８…ポテンショメータ
７０…ズーム位置表示装置
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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